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新年のご挨拶新年のご挨拶

勤労者や地域の皆様に
患者さんの立場に立った

質の高い医療を提供する

　新年あけましておめでとうございます。コロナ禍の中2度目の正月を迎えるこ
とになりました。クリスマスも忘年会も自重ムードの年の瀬が過ぎましたが、お
正月はいかが過ごされたでしょうか。昨年を振り返りますと、8月末には山口労災
病院もクラスターが発生しました。発端者は入院直前の感染した患者さんで、入
院後5日目から3日間発熱が続きました。その後微熱はありましたが特に重篤な
症状はありませんでした。その患者と同室の患者さんが他病棟に転棟し、その病
棟で5人のPCR陽性者が出たという状況でした。関連病棟の全職員、全患者の
PCR検査を行い、全員が陰性であることを確認しました。後から振り返りますと、
簡単なストーリーのように思えますが、最初にコロナが発見されたのは発端者と
異なる患者さんの異なる病棟であり、感染の経路の特定は非常に困難であること
が想像されます。しかし最初のPCR陽性患者が出てからわずか6日で、感染経路
と職員、患者の状況は確認でき、病院全体の現状をしっかりと把握することができました。このことは感
染対策委員会をはじめとする職員の感染症に対する意識の高さや、普段の対策の賜物と思います。この
様なことで、山口県からは山口労災病院は地域医療支援病院として高く評価されており、コロナ患者が
減少している状況でもコロナ治療のバックアップ病院として機能するように依頼されています。
　この地域医療支援病院という山口労災病院の使命として、私は「地域に医療をひらく」を目標にやって
きました。あらゆる意味で医療を地域に「ひらく」を目指したいと思っています。この「ひらく」には、開
く、啓く、発くという意味を込めています。「開く」には病院の門戸を開くという意味で地域連携強化をめ
ざしており、地域連携のパラメーターである紹介率や逆紹介率はそれぞれ80％、100％を超えています
し、在宅復帰率はこの3年間96％を下ることはありません。「啓く」は医学啓蒙活動を行い、病気の治療だ
けではなく予防という観点からも医師を含め職員が市民への講演活動を盛んに行っています。病院以外
の地域医療機関、介護施設、ケアマネージャー等との連携強化も図っており、コロナ禍以前は地域連携カ
フェと称して、講演と意見交換からなる会を4カ月に1回開催していました。コロナ禍に入り、Ｗeb開催
に切り替え、「みんなで学ぶ医療安全教室」を開催しております。
　「発く」は、労災病院の使命である治療と仕事の両立支援に関わる情報発信を行い患者さんの仕事場へ
職場訪問を積極的に行い、治療をしながらの職場環境についてのアドバイスを行っています。
　このようなコロナ禍の状況においても地域医療支援病院として、救急患者の受け入れをはじめ、感染
症に関する出前講義や、リモート講演会など地域の関係を密にやっております。コロナ禍の後の地域医
療支援も視野に入れて、今年も頑張っていきたいと思っておりますので、どうぞ宜しくお願い申し上げ
ます。
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随時募集！随時募集！

時　間
８：30～12：30

14：00～18：00

月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○ ×
○ ○ × ○ ○ × ×

日

時　間
９：00～12：30

14：30～17：30

月 火 水 木 金 土
○ ○ ○ ○ ○ ○
○ （訪問診療） ○ （訪問診療） ○ ×

17：30～19：30 × × ○ × × ×

お 知 ら せお 知 ら せ

新型コロナウイルス感染拡大防止のため

です！完全面会禁止
当院は、院内感染対策のため、入院患者の皆様への面会を禁止
させていただいております。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願
い申し上げます。

※当院から面会をお願いしたご家族は、上記の限りではありません。　山口労災病院　院長

職 員 募 集
（常勤・非常勤）
試 験 日 随 時 （応相談）
● 薬剤師
● MSW（医療ソーシャルワーカー）
● 看護師・助産師
● 看護補助者
● 医師事務作業補助者
受付：総務課 庶務係

作 品 展 開 催 ボランティアさんに協力をいただき、外来ロビー廊下で作品展を開催しています。

職員作品展
12月６日（月）～12月24日（金）

●１月４日（火）～１月21日（金）は小野田工業高校 書道展です。

「かかりつけ医」ご紹介  登録医病院
山口労災病院は、「病診連携」を行っております。
これは日頃受診される「かかりつけ医」と連携し、入院・手術精査等の場合に機能を分担し効率的な医療の
提供を図ることを目的としています。

診療科目／内科
住  所  〒755-0047　宇部市島２－４－１１
ＴＥＬ  （0836）37-3310　 ＦＡＸ  （0836）37-3311
診察時間

JR宇部線　  宇部新川駅　徒歩４分
バス　記念館前　徒歩４分

※祝日は休診です

たお内科クリニック

院　長

田尾　健

糖尿病、脂質異常症、高血圧などの
生活習慣病や、甲状腺などの内分
泌疾患の診療に力を入れています。
栄養指導やフットケア外来も行って
おります。

私たちは「家庭医」です。まずはよくお話を聴き、体の問題だけで
なく、心の問題、生活上の様々な問題も含めて、患者さんと一緒に
解決に向かって歩んでいく「患者さん中心の医療」の実践に努めて
います。
受診を可能にするため、訪問診療（往診）、無料送迎車、無料低額
診療事業を行っております。
特定健診、後期高齢者健康診査、がん検診など様々な健診を行っ
ています。

た　お つよし

診療科目／内科

住  所  〒756-0080　山陽小野田市くし山２-17-20
ＴＥＬ  （0836）84-2533　 ＦＡＸ  （0836）84-4857

診察時間

JR　  小野田駅　徒歩10分
バス　揥山西　　徒歩5分

休診：日曜、祝日、お盆、年末年始

生協小野田診療所

所　長

廣田　勝弘
ひろ た かつひろ

医　師

玉野井　徹彦
たま の　 い てつひこ

医　師

山本　優里
やまもと ゆう り

内科宛の紹介状に専門科の記載も
お願いいたします。

紹介状についてのお願い紹介状についてのお願い

内　科
総合 糖尿病・血液 呼吸器（一般）
膠原病・リウマチ

消化器
循環器 脳神経内科

例：総合内科宛、
　 糖尿病内科宛 等

令和３年12月29日（水）から
令和４年1月3日（月）

年末年始　休診のお知らせ年末年始　休診のお知らせ

この期間の通常の外来診療は
お休みさせていただきます。 院内標榜 家庭医療科・在宅療養科

　当院の看護師２名が、令和３年度山陽小野田市
優良勤労者表彰を受賞しました。
　本来であれば表彰式において表彰状と記念品の
授与がある予定でしたが､表彰式が中止になりま
したので院長より表彰を行いました。

令和３年度
山陽小野田市

優良勤労者表彰受賞

　守岡福美さんより絵画「間垣」
を寄贈していただきました。
同絵画は10月のギャラリー展に

て展示いただき、多くの患者さんや職員が足を止め見
入る様子が見られました。
　守岡さんへ院長より感謝状が送られ、「間垣」は２階
のリハビリ室前の通路に飾られています。

絵画寄贈
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